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6. 自己組織神経場の理論










はEが小さいところで正,大きいところでは負と仮定する｡ 場所 E にある神経に外部から入
る入力刺激の荷重和をS(i)とすれば,場の興奮力学の方程式は
∂L(i,i)
















上記の方程式の解は,場の結合 u,および S(i), S.(i)に依存 している｡ いま,相互抑制
結合 Wは固定したものとし,入力信号に対するシナプス荷重 S(i), S｡(i)が学習により自
己組織的に変化するものとしよう｡ Tの変化の法則を

































たとえば,入力信号 xとして xl,-,Xkの k個の信号のみが与えられたときには, それぞ
れの信号に対する表現細胞が場 Fの中に別々に形成 される｡ このときの分解能を具体的に求
めることができる｡ また,信号Jが実は他の神経場 Gからの局所的信号であった場合には,
























i番目の素子の状態をsiとするosiは +1(発火状態 )と-1(休止状態 )の2つの状態
をと｡得るo j番目の細胞はシナプス結合を通じてKij(∫j+1)の信号をi番目に伝えるo
i番目の素子はすべての信号の和と自らの臨界値を比較して次の時間の状態を決定する,即ち








甘利 (1972)は上記と同様の体系について activitylevel z(i)-炉 1F s,(i)のダイナ
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